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補強筋比をシリーズ 1では 0.53%、シリーズ 2で
は 0.79%とした。コンクリートの圧縮強度の平均
は 34.9N/mm2 であった。疲労試験中のひずみの






とし、シリーズ 1 の Vmaxは Vyの 35～52%、シリ












質を異にしている。Vminが 5%の場合における 200 万回せん
断疲労耐力は、pwが 0.53%のときに 19.8%、0.79%のときに
30.2%である。Vminが 10%の場合には、pwが 0.53%のときに 36.5%、0.79%のときに 27.4%となっている。 



















































      ●     ：pw = 0.53 %























































0.53 (Vmax-Vmin)/(1-Vmin)=1.2581-0.1682logNf 19.8 5% 0.79 (Vmax-Vmin)/(1-Vmin)=0.6822-0.0604logNf 30.2 
0.53 (Vmax-Vmin)/(1-Vmin)=0.9450-0.0921logNf 36.5 10% 0.79 (Vmax-Vmin)/(1-Vmin)=0.8889-0.0975logNf 27.4 
 




























図－4 軸方向鉄筋のひずみ変化        図－5 スターラップのひずみ変化 
 
































図－6 コンクリートのひずみ変化      図－7 軸方向鉄筋のひずみ分布 
